
(57)【要約】

【課題】　地球温暖化防止に対し二酸化炭素の削減に有

効な永久磁石発電装置を提供する。

【解決手段】　入力側コイル（２）と出力側コイル（３

）を重ねて巻いた鉄心Ａ（５）に、２個の永久磁石（１

）の異磁極側を一組にして一組以上を取り付け、出力側

コイル（３）に平滑回路（４）を接続したものであって

、出力側コイル（３）内の鉄心部分を永久磁石（１）の

磁束により磁気飽和の状態にしておき、入力側コイル（

２）に永久磁石（１）の磁束と反対方向の磁束が流れる

ようにパルス電圧を印加すると、入力側コイル（２）の

磁束変化量と永久磁石（１）の磁束変化量がプラスされ

た磁束変化量の誘導起電力が出力側コイル（３）に発生

し、平滑回路（４）を通してエネルギーを取り出すこと

を特徴とする永久磁石発電装置である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ２ 個 の 永 久 磁 石 の 異 磁 極 側 を 一 組 に し て 、 一 組 以 上 取 り 付 け た 鉄 心 に 入 力 側 コ イ ル を １
個 以 上 と 出 力 側 コ イ ル を １ 個 以 上 重 ね て 巻 き 、 出 力 側 コ イ ル に 平 滑 回 路 を 接 続 し た も の で
あ っ て 、 入 力 側 コ イ ル に パ ル ス 電 圧 を 印 加 し て 、 コ イ ル 部 分 の 鉄 心 に 永 久 磁 石 の 磁 束 と 反
対 方 向 に 大 き さ の 変 化 す る 磁 束 を 流 し 、 永 久 磁 石 の 磁 束 の 大 き さ を 変 化 さ せ 、 入 力 側 コ イ
ル の 磁 束 変 化 量 と 永 久 磁 石 の 磁 束 変 化 量 を プ ラ ス し た 磁 束 変 化 量 に よ り 出 力 側 コ イ ル に 誘
導 起 電 力 を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 永 久 磁 石 発 電 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 永 久 磁 石 を 使 用 し て 発 電 を す る 永 久 磁 石 発 電 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 永 久 磁 石 を 使 用 し た 発 電 に は 永 久 磁 石 の 吸 引 力 又 は 反 発 力 を 利 用 す る 方 法 と 電 磁
誘 導 作 用 を 利 用 し た 発 電 機 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 永 久 磁 石 の 吸 引 力 や 反 発 力 を 利 用 す る 方 法 で は 取 り 出 せ る エ ネ ル ギ ー は
加 え た エ ネ ル ギ ー よ り 少 な く な る し 、 同 様 に 、 電 磁 誘 導 を 利 用 し た 発 電 機 で も 出 力 エ ネ ル
ギ ー は 損 失 の 為 少 な く な る 。 さ ら に 、 地 球 温 暖 化 防 止 に 対 し 二 酸 化 炭 素 の 削 減 が 可 能 な 発
電 が 要 望 さ れ て い る 。
本 発 明 は 、 こ の よ う な 、 従 来 の 課 題 を 解 決 し よ う と す る も の で 、 入 力 エ ネ ル ギ ー に プ ラ ス
し て 永 久 磁 石 の 磁 束 変 化 に よ る 電 磁 誘 導 に よ り 発 生 し た エ ネ ル ギ ー を 出 力 エ ネ ル ギ ー と し
て 取 り 出 す こ と に よ り 、 入 力 エ ネ ル ギ ー よ り 出 力 エ ネ ル ギ ー を 多 く 取 り 出 す 永 久 磁 石 発 電
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 鉄 心 に 入 力 側 コ イ ル を １ 個 以 上 と 出 力 側 コ イ ル を １ 個 以 上 重 ね て 巻 き 、 出 力 側 コ イ ル に
平 滑 回 路 を 接 続 す る 。 ま た 、 入 力 側 コ イ ル の 磁 束 と 反 対 方 向 に 磁 束 が 流 れ る よ う に 永 久 磁
石 の 異 磁 極 側 を 一 組 に し て 、 一 組 以 上 鉄 心 に 取 り 付 け た 永 久 磁 石 発 電 装 置 を 提 供 す る こ と
に よ り 上 記 課 題 を 解 決 し た も の で あ る 。
入 力 側 コ イ ル に パ ル ス 電 圧 を 印 加 し 、 一 方 向 の 大 き さ が 時 間 で 変 化 す る 電 流 を 入 力 側 コ イ
ル に 流 す と 、 一 方 向 の 大 き さ が 時 間 で 変 化 す る 磁 束 が 発 生 す る 。 こ の 時 、 永 久 磁 石 の 磁 束
に よ り コ イ ル 内 の 鉄 心 を 磁 気 飽 和 の 状 態 に し て お き 、 入 力 側 コ イ ル の 磁 束 を 増 加 さ せ る と
コ イ ル 内 の 鉄 心 の 永 久 磁 石 の 磁 束 は 減 少 す る た め 、 出 力 側 コ イ ル に 入 力 側 コ イ ル に よ る 磁
束 の 変 化 量 と コ イ ル 内 の 鉄 心 に 流 れ る 永 久 磁 石 の 磁 束 変 化 量 が プ ラ ス さ れ た 誘 導 起 電 力 が
発 生 す る 。 ま た 、 出 力 側 に 負 荷 を 接 続 し た 時 、 入 力 側 コ イ ル の 磁 束 の 大 き さ を あ る 程 度 お
さ え て お く と 、 入 力 側 コ イ ル の 磁 束 が 増 加 し て い る 段 階 で は 出 力 側 コ イ ル の 電 流 に よ る 磁
束 が 流 れ て も コ イ ル 内 の 鉄 心 は 磁 気 飽 和 の 状 態 に あ る た め 、 コ イ ル 内 鉄 心 の 永 久 磁 石 の 磁
束 が 減 少 す る 。 ま た 、 出 力 側 コ イ ル の 磁 束 は 永 久 磁 石 の 磁 束 と 同 方 向 の 磁 束 で あ る た め 、
鉄 心 内 の 磁 束 の 合 計 値 は 変 化 し な い の で 入 力 側 コ イ ル か ら こ の 磁 束 を 打 ち 消 す 磁 束 が 流 れ
な い 、 こ の た め 入 力 エ ネ ル ギ ー の 増 加 は 無 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 入 力 側 コ イ ル の 磁 束 変 化 量 と 永 久 磁 石 の 磁 束 変 化 量 が プ ラ ス さ れ た 磁
束 変 化 量 に よ り 、 出 力 側 コ イ ル に 電 磁 誘 導 に よ る 誘 導 起 電 力 が 発 生 す る た め 、 入 力 エ ネ ル
ギ ー に 対 し 出 力 エ ネ ル ギ ー が 大 き く な る 、 ま た 、 永 久 磁 石 の エ ネ ル ギ ー を 利 用 す る た め 、
地 球 温 暖 化 防 止 に 対 し て 二 酸 化 炭 素 削 減 効 果 が あ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
（ イ ） 鉄 心 Ａ （ ５ ） に 入 力 側 コ イ ル （ ２ ） を ２ 個 並 列 接 続 し た も の と 出 力 側 コ イ ル （ ３ ）
を 重 ね て 巻 き つ け る 。
（ ロ ） 出 力 側 コ イ ル （ ３ ） に 平 滑 回 路 （ ４ ） を 接 続 す る 。
（ ハ ） 入 力 側 コ イ ル （ ２ ） に 発 生 す る 磁 束 の 方 向 と 反 対 に 磁 束 が 流 れ る よ う に 、 ２ 個 の 永
久 磁 石 （ １ ） の 異 磁 極 側 を 一 組 に し て 、 二 組 を 鉄 心 Ａ （ ５ ） に 取 り 付 け る 。
　 本 発 明 は 以 上 の 構 成 よ り な る 。
本 発 明 を 使 用 す る 場 合 は 、 入 力 側 コ イ ル （ ２ ） に パ ル ス 電 圧 を 印 加 し て 出 力 側 コ イ ル （ ３
） に 接 続 し た 平 滑 回 路 （ ４ ） か ら 出 力 を 取 り 出 す 。 ま た 、 入 力 側 コ イ ル （ ２ ） を ２ 個 並 列
接 続 し て 磁 束 を 多 く 流 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 実 施 事 例 １ と し て 、 鉄 心 Ａ （ ５ ） の コ イ ル 側 を 通 る 永 久 磁 石 （ １ ） の 磁 束 を 増 加 さ せ て
、 出 力 側 コ イ ル （ ３ ） の 誘 導 起 電 力 を 増 加 さ せ る 方 法 に 、 永 久 磁 石 （ １ ） の 個 数 を 増 や す
方 法 が あ る 。 図 ４ の よ う に 永 久 磁 石 （ １ ） を ３ 個 取 り 付 け た も の か 、 図 ５ の よ う に 永 久 磁
石 （ １ ） を ４ 個 取 り 付 け た も の で 増 加 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 実 施 例 ２ と し て 、 鉄 心 の コ イ ル 側 を 通 る 永 久 磁 石 （ １ ） の 磁 束 を 増 加 さ せ て 、 出 力 側 コ
イ ル （ ３ ） の 誘 導 起 電 力 を 増 加 さ せ る 方 法 に 、 図 ６ の 鉄 心 Ｂ （ ６ ） の よ う に ギ ャ ッ プ を 設
け る 方 法 も あ る 。 ギ ャ ッ プ の 磁 気 抵 抗 は 鉄 心 の 磁 気 抵 抗 よ り 大 き い た め ギ ャ ッ プ と 反 対 側
の コ イ ル 内 の 鉄 心 に 流 れ る 永 久 磁 石 （ １ ） の 磁 束 が 多 く な る 。 ま た 、 ギ ャ ッ プ と 永 久 磁 石
（ １ ） の 位 置 の ず れ を 防 止 す る た め 、 非 磁 性 体 の 薄 板 （ ９ ） を 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 実 施 例 ３ と し て 、 コ イ ル 内 の 鉄 心 を 通 る 永 久 磁 石 （ １ ） の 磁 束 を 増 加 さ せ て 、 出 力 側 コ
イ ル （ ３ ） の 誘 導 起 電 力 を 増 加 さ せ る 方 法 に 、 鉄 心 の 形 状 を 変 え る 方 法 も あ る 。 図 ７ の 鉄
心 Ｃ （ ７ ） や 図 ８ の 鉄 心 Ｄ （ ８ ） よ う に 、 永 久 磁 石 （ １ ） を 取 り 付 け る 鉄 心 の 並 列 磁 路 を
増 や し 、 コ イ ル 部 分 の 鉄 心 を 通 る 磁 束 を 増 加 さ せ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 地 球 温 暖 化 防 止 に 対 し 二 酸 化 炭 素 削 減 に 有 効 な 発 電 装 置 と し て 、 蓄 電 池 に 充 電 し て 使 用
す る 場 合 と 直 接 電 源 と し て 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 　 　 本 発 明 に か か る 永 久 磁 石 発 電 装 置 の 構 成 を 示 す 外 観 図
【 図 ２ 】 　 　 回 路 構 成 図
【 図 ３ 】 　 　 鉄 心 部 分 の 斜 視 図
【 図 ４ 】 　 　 実 施 例 １ の 鉄 心 部 分 の 斜 視 図
【 図 ５ 】 　 　 実 施 例 １ の 鉄 心 部 分 の 斜 視 図
【 図 ６ 】 　 　 実 施 例 ２ の 鉄 心 部 分 の 斜 視 図
【 図 ７ 】 　 　 実 施 例 ３ の 鉄 心 部 分 の 斜 視 図
【 図 ８ 】 　 　 実 施 例 ３ の 鉄 心 部 分 の 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 （ １ ） 永 久 磁 石 　 （ ２ ） 入 力 側 コ イ ル 　 （ ３ ） 出 力 側 コ イ ル
　 　 （ ４ ） 平 滑 回 路 　 （ ５ ） 鉄 心 Ａ 　 　 　 　 （ ６ ） 鉄 心 Ｂ
　 　 （ ７ ） 鉄 心 Ｃ 　 　 （ ８ ） 鉄 心 Ｄ 　 　 　 　 （ ９ ） 薄 板
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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